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論文内容の要旨

生物が温度感受性を持つことは，生命維持のための不可欠な条件の一つで、あるがその研究はあまり

進展していない。本論文では行動様式が単純で、あり，比較的よく調べられているゾウリムシの温度感

受性について，主に細胞電気生理学的な手法によって研究を行ない次の事柄を明らかにした。

1 )温度刺激によってゾウリムシの膜に一過的な温度受容電位が発生する。

2 )膜抵抗は温度受容電位に対応する様な一過的な変化はしない。

3 )温度受容電位の大きさは外液の K イオン濃度が増加すると小さくなるが， Ca イオン濃度が増加

しでも変わらない。

4 )繊毛を除去したゾウリムシや興奮性 Ca チャネルを欠く突然変異種でも温度受容電位が発生する。

5 )膜電位固定条件下で一過的な温度受容電流が記録できる。

6 )脂質とフィルターで構成した人工のモデル膜システムで温度受容電位をシミュレートすることが

できる。

以上の実験結果よりゾウリム予，の温度受容電位発生中は膜の K コンダクタンスが下がっていること，

そしてその発生には興奮性 Ca チャネルの寄与が少ないことなどが明らかとなったO モデル膜の実験

では，膜に温度変化を与えた時に膜電位を形成してい急各陽イオン，陰イオンのコンダクタンスが温

度変化に応じて変わるが，その変化の速度に差がある場合，一過的な膜電位応答を示すというモデル

を提出した。

更に，ゾウリムシの温度受容電位とスパイクの発生について解析を行ない，その脱分極の程度が大

きいほどスパイクの立ち上がる確率が増大する関係が得られ，温度刺激-温度受容電位ースパイクの
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発生-泳ぎの方向変換という情報の流れがあることを示した。

論文の審査結果の要旨

ゾウリムシは温度勾配の中にわかれみと適温の場所に集まる。本論文はこのような行動のもとにな

っているゾウリムシの温度感受性を電気生理学的方法によって研究し，次のことを明らかにしたもの

である。

ゾウリムシに適温から低温への急な温度変化を与えると，ゾウリムシの細胞内電位は一時的に脱分

極する。すなわちマイナス数10mV から数mV ゼロの方向ヘず、れる。この電位の一時的ずれに伴って

自発的スパイクがさかんに発生し，それがゾウリムシの泳ぎの方向変換をおこし，ゾウリムシが低温

をさげる行動につながる。外液のイオン組成を変えた実験，突然変異株についての実験などの結果は

温度下降時の電位の一時的脱分極がK イオンの膜透過性の減少によることを示唆する。またフィル

ターに脂質をつけたモデル膜に温度変化に応じてゾウリムシの場合の似た一時的膜電位変化をおこさ

せることができる。

以上本論文は生物の温度感覚細胞において期待されている温度変化に伴う細胞内電位の一時的変化

をゾウリムシにおいて見出し，それを解析したもので，博士論文として価値あるものと認める。
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